
轟
論
調

皿最

相
続

税

の
経
済

政
策
観

・
・

階
級

に
就

い
て

・
・

債
値

の
類

型

と
個

性

・

算

勘

肚
會
改
造

哲
學
及
び
連
帯

思
想

・

本
邦
自
殺
の
男
女
別

…

:

…

時

外
㎜

税
法

の
新
改
正

を
論
ず

遜
明

と
国
力

・

法
學
博
士

文

學
博
士

」
法

學

土

・
文
學
博
士

、
渋
墨
博
士

財 米 恒 高 紳

耀 藤呼
静 太 保 正

治 郎 赤 馬 雄

:

.
法
學
博
士

小

川

郷

太

郎

、

:

・
注
學
博
士

・山

本

美

越

乃

.

}説

苑

水

戸

烈

公

の
穀

物

政

策

.
・
・
・
・
・
…

注

學

士

中

世
末

期

に
於
げ
る
村

落

の
結

合

を
論

ず

・

雑

姐跳

炭

鑛
劣
働
者

の
生
計

・

㎜簡
易
李
均
法

に
就

い
て
・

本
庄

榮
治

郎

牧

野
信

之
助

●
注
學
博
士

河

田

嗣

郎

・
経
濟
學
士

岡

崎

文

規

五.



畠

階

級

に

就

い

て
〔
五

・
完

)

高

田

保

馬

十

二

私

は
轄
じ

て
吸
収

の
法

則
を

説
明
し

陀

い
ε
思

ふ

。
私
共

は
耐
會

的
勢

力
を
種

み
な

る
泉
源

よ
り
、更

に
適

切

に

表

明
す

れ
ば
種

々
な

る
資
格

に
於

て
得

來

る
。
例

へ
ば
甲

が
國
務

大
臣

だ

る
ご
共

に
第
働

組
合
の
首

領

花
り

、
同

時

に
ま
た
代
議
士

で
あ
り
、
學

看

で
あ
り

、
某
株
式

會

肚

の
株
主

で
あ
り
、
一
肚

交
團
禮

の
幹

事
で

め
る
こ
す

る
。

此
等

の
資
格

は
す

べ
て
彼

に
何

等
か
の
肚
曾
的
勢

力

の
分
掌

に
與
ら

し

め
る
。
撚

れ
こ
も
、
.『
彼

の
肚
會
的
勢

力
」

企
禮

は

こ
れ
ら

の
集
積

の
問

よ

り
如

何

に
し
て
定

め
ら

る

＼
か
。

こ
れ
ら

の

分
享

せ
ら

る

、
勢

力
の
算
術
的

総
和

に
よ
り
て

か
、
叉
は
其
中

の
主

な

る
二
三

の
も
の
に

よ
り

て
か
。
光
勲

に
極

め
て
困
難

な

る
問
題

が
ひ
そ
む
。

私
は

一
の
類
推

か
ら

始

め
る
。
併

合
罪

の
庭

分
に

聞
し

て
は
併
科
主
義

ピ
相

な
ら

び
て
吸
牧
主
義

ω
遺

ゆ
ヨ
。
臼

一.善
い
零
嘗

8

が
行
は

れ
る
。̀
前

者
は
各

罪
皆
其
刑
を

科
す

る
に
反

し
、

後
者

は
敬
罪

中
唯

一
.の
重

き
も
の
に
從

ひ

て
庭

熱
す

る
。

そ
の
何

れ
が
制

度
ご
し
て
正
賞
な

る
も

の
な

る
か

・し
云
ふ
是
非

の
論

は
敢

て
弦

に
試

み
よ
う

ご
す

る
の
で
は
無

い
。
た

雪
肚
會

の
事
柄

の
中

に
は
、

か

、
る
吸
版
主

義
を
認

め
し

め
る

一
面

の
存
在
す

る
軍
を
知

れ

ば
足

る
。
此

二
の
主
義

の
匠
別

は
も

こ
よ
り
共
根
撮

を
刑

罰
橿

の
基
礎

に
關
す

る
學
詮

の
差

異

に
有
し
得

る
芒
思

論

叢

階
級
ド
就
い
て
一五
・完
)

第
十
六
雀

(第
五
號

一=
)

七
五
三



論

叢

階
糧
に
競
い
イ、(五
・完
}

第
・⊥
ハ巻

露

五
號

一三
)

七
五
四

・

ふ
が
、
他
方

に
は
ま

た
、

吸
牧
主
義

ご
云

ふ
如
き
も

の

、
行
は

れ
得

る
反
面

に
私
共

の
璽

ひ
難

き

一
種
【の
心

的
傾

向

が
潜

む
。
彼

の
行

っ
た

犯
罪
、
即

ち
客

観
的
事
實

ざ

し

て
の
犯
罪

は
其
藪

量
程
度

一
罪

じ
ε

に
加
は
b
行

く
。

撚

れ
ぜ
も
其
主
観

的
素

質
た

る
彼

の
悪

さ
は

そ
の
中

の
最

も
重
大
な

る
犯
罪

に
よ
り

て
推
定

せ
ら

る
可
く
、
其
他

の
犯
罪

の
有
無
は

別

に
關
係
す

行
所

が
無

い
。
私

は

か

、
る
見
方
を
す

る
心

的
傾
向

が
必
ず

や
刑
罰

に
關
す

る
吸

●

ド
牧
主
.義

の
背
後

に
存
す

る
も
の
こ
思

ふ
。

而

し
て
、

こ
れ

ε
相

類
似

し
た
る
事
柄
が
今
問
題

ご
す

る
所

に
認

め
ら

れ
ざ

る
も

の
で
あ
ら
う

か
。

.

種

々
な

る
方
面

に
於

け

る
罐
力
、
地
位

、
富
力

ε
云

ふ
が
如

き
も

の
は
新

な
る
資
格

に
よ

る
勢
・力

の
分
享

せ
ら

る

、
毎
に
其
警

鵡

が
加
は

つ
て
ケ

。
而
し
て
こ
れ
は
争
ひ
難

き
蕎

的
書

で
あ
る
・
然

@
こ
も
・
私
共

は
此
等
の
耽
會
的
勢
力
の
背
後

に
「
彼
の
張
さ
」
の
潜
む
の
を
考

へ
る
。
而
し
て
此
強
さ
は
種
々
な
る
資
格
に
於
て

彼
の
有
す
る
肚
會
的
勢
力
の
中

の
最
も
人
な
る
も
の
に
よ
り
て
測
定
せ
ら
れ
る
じ
見

る
.
而
し
て
、
其
他
の
分
掌

せ
ら
れ
た
る
勢
力

ば
彼

の
損
さ
を
以
て
す
れ
ば
當
然
の
事
ご
し
て
、
從
ひ
て
其
測
定

の
標
準
ε
し
て
何
、等
の
用

に

立
た
ざ
乃
も
の
ε
見
る
。

か
く
て
、
彼
の
強
さ
ε
云
ふ
意
味

に
於
け
る

『
彼
の
肚
會
的
勢
力
」

に
關
し
て
は
刑
罰

に
關
す

る
吸
牧
主
義
ご
趣
を
同
じ
く
す
る
所
の
吸
牧
の
法
則
が
支
配
す
る
。
前
例

に
就

い
て
見

る
に
、
若
し
園
務

大
臣

こ
し
て
分
草
す

る
肚
倉
的
勢
力
が
會
肚
の
株
主
た
り
、
砒
交
團
禮

の
幹
事
た
る
事
に
よ
b
て
分
掌
す
る
勢
力

は
勿
論
の
事
、
代
議
士
.し
し
て
文
勢
働
組
合
首
領
ε
し
て
の
勢
力
が
優
越
な
る
場
合

に
は
、
彼
の
張
さ
は
園
務
大

■



【

亘

臣

{
し
て
の
勢

力

に
よ
b

て
定
め
ら

れ
る
、
而

し

て
其
他

の
資
格

に
於

て
有
す

る
勢
力

は
云
は

ゴ
其
中

に
吸
牧

せ

ら
れ
終
り

.
從

ひ
て
彼

の
張

さ
の
制
定

ご
は
何
等

の
交
渉

を
有
た

諏
。

此
法

則
は
職

業
的
舜
配

ご
非
職
業
的

分
配

こ
の
交
渉

し
集

積
す

る
所

に
最
も
明
白

な

る
表

明
を

有

っ
。
例

へ
ば

弦

に

】
貴
族

あ

b
て
中

流
階

級

の
人

々
の
職
業

ε
認

め
ら

る

、
所

の
鼎
師

.
辯

護
⊥
⊥
、.
技
師

等

の
業

に
徒
事
す

る

ぜ
す

る
。
彼

は

一
方
職
業
を
離

れ

て
地

位
的
特

椹
を

有

し
、
他
方
職

業

の
故

に

一
定

の
牧

人
」
職

業
的
信

用
な

ご

を
有
す

る
。
撚

れ
こ

も
、
彼

の
張

さ
の
意
味

に
於
け

る
『
彼

の
肚
會

的
勢

力
』
は
決

し
て
此
.胸
方
面

に
於

て
分
享

せ

ら

る

＼
勢
力

の
総
和

に
よ
り

て
決

せ
ら

れ
す
、

た

y
非
職

業
的

分
配
に
よ
り

て
曳
く

る
地

位

に
よ
り

て
定

ま
る
。

同
様

に
彼
が
政

治
家

ε
し
て
優

越
な

る
権
力

の
支
持

者
な
b

ご
せ
よ
、
此
時
恐
ら

く
は
彼

の
肚

曾
的
勢

力
は
此

職

業

の
故

に
扮
享

せ
ら

る

＼
権

力

に
よ
b

て
定

ま
り
、

貴
族

の
地
位

的
特

権
は
其
背
後

に
隠

れ
去

る
で
あ
ら

う
。

か

、
る
關
係
は
職
業

の
奪
鼻

の
考
察

に
於

て
極

め

て
重

要
な

る
意
味

を
有

す

る
ご
信

ず

る
が
、
今
深
く
立
入

る
事
を

避

け
る
。

吸
牧

の
法

則
は
此
職
業

財
分
配
、非

職
業

的

分
配
の
集

積
以
外
、
な
ほ
或

は
種

々
異

な
れ

る
肚

會

か
ら

分

享

せ
ら

れ
る
権
力
、
或

は
地

位
、
或

ば

富
力

、
或

は

才
能

に
俘

ふ
威
力

.
こ
れ
ら
種

々
な

る
資
格

に
於
て
有

し
、

從

ひ
て
種

々
の
泉
源

か
ら
彼

に
流

れ
來

る
愈

愈
的
勢

力

の
集
積
す

る
所

、
.常

に
必
ず
作
用
す

る
.
同
等
な

る
勢

力

が
例
唐
幾

つ
か
の
資

格

か
ら

彼

の
上

に
頒

π
れ

て
も

、
其
集
積

か
何
等
彼

の
勢

力
の
向

上
を
意

味

せ
す

ご
思

は
る

、、
の
は

こ
れ
に
よ

る
。
人

の
悪

さ
は
其

犯

せ
る
最

も

重
き
罪

に
よ
り

て
知
ら

る

、
が
如

く
、
人

の
強

さ
は
共
有
す

論

叢
.

階
級
に
就
い
て
(五
・完
》

第
十
六
巻

(第
五
號

二
三
)

七
五
五

、



論

叢

階
級
に
就
い
て
(五
・完
)

第
十
六
巻

〔第
五
號

二
四
)

七
五
六

る
耐
食
的
勢
力
中

の
最
も
人
な
る
も
の
に
よ
り
て
知
ら
れ
る
。
此
最
大
な
る
も
の
以
外
の
勢
力
は
彼
の
力
を
以

て

獲
得
せ
む
ε
力
め
さ

へ
す
れ
ば
、

い
っ
に
て
も
當
然
に
握
り
得

胤
事
ξ
思
は
れ
る
か
ら

で
る
る
。
た
y
私
が
類
推

の
根
櫨

ξ
な
し
だ
る
併
合
罪

に
關
し
て
は
.
吸
牧
主
義
の
み
を
用

ふ
る
刑
法
に
あ
り

て
も
、
之
を
罰
金
、
科
料
等

の
金
鏡
的
刑
罰

に
及
ぼ
さ
す
、
こ
れ
ご
同
様
に
、
種

々
な

る
泉
源
よ
り
分
草
す

る
富
力
に
騙
し
て
は
そ
の
集
積

し

セ
る
総

和
に
よ
り
て
彼
の
張
さ
の
計
ら

る
、
傾
な
き
ゃ
。
私
は
此
黙
な
ほ
十
分
考
察
を
要
す
る
黙
で
あ
る
ε
思
ふ

が
、
今
卒

か
に
何
等
の
断
定
を
下
す
事
を
得
ず
。
な
ほ
異
な
る
種
類
の
肚
會
的
勢
力
の
間

に
如
何
に
し
て
強
弱
の

比
較
の
行
は
る
、
か
に
關

し
て
は
後
に
簡
躍
な

る
説
明
を
加

へ
る
。

私
は
最
後
に
均
衡

の
法
則
蓬
名
づ
く

る
も
の
に
就

い
て
短
き
叙
述
を
試
み
た

い
。
若
し
前

に
述

べ
た
る
卒
行
の

法
則
ε
集
積
の
法
則

ε
が
飽
ま
で
安
當
の
も
の
に
し
て
、
從
ひ
て

一
人
が
甲
の
耽
會
的
勢
力
を
有
す

る
塒
は
乙
丙

の
勢
力
亦
自
ら
彼
の
手
中

に
牧
め
ら
れ
、而
も
甲
の
勢
力
、
ひ
い
て
は
乙
丙
の
諸
勢
力
も
加
速
度
的
に
増
加
し
て
止

ま
ざ
る
も
の
ご
す
れ
ば
、

一
π
び
何
等

か
の
肚
會
的
動
力
の
支
持
者

ε
な
れ
る
も
の
は
無
限
に
其
方
を
伸
張
し
得

る
諜
で
は
無

い
か
。
從
ひ
て
肚
會

に
於
け
る
階
級
的
懸
隔
は
こ
こ
ま
で
も
増
加
し
行
く
.一
方
で
は
無

い
か
。
撚
れ

こ
も
思
ふ
に
此
事
は
事
實

で
ほ
無

い
.
そ
れ
は
藪
に
述

べ
む
冠
す
る
均
衡
の
法
則
の
作
用
あ
る
に
よ
る
。
例

へ
ば

A
B
C
D
等
の
個
人
叉
は
集
團
が
甲
乙
丙
等
の
勢

力
の
支
持
者
た
り
こ
す
る
。
A
も
B
も
U
も
甲
の
勢

力
を
無
限

に
増
加
せ
し
め
む
ε
し
、
叉
彼
等
は
乙
丙
の
勢
力
に
關
し
て
も
同
様
で
あ
る
、
然
る
に
此
中
先
づ
甲
の
勢
力
の
み

、

「

■



に
就

い
て
見
る
。
A
も
B
も
C
も
皆
兵
力
の
欲
望
に
騒
ら
牝
て
其
増
加
を
計

る
、
然
る
に
此
勢
力
は
成
員

の
服
従

L
b
し
て
成
.立
す

ε
す
れ
ば
そ
こ
に

一
定
の
限
度
が
な
け
れ
ば
な
ら
躍
、
從

ひ
て
彼
等
の
勢
力
は
或
黙
ま
で
は
増

加
す
る
に
し
て
も
、
最
早
そ
の
黙
を
超
ゆ
れ
ば
そ
れ
以
上

に
増
加
し
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
此
増
加
を
差
し
止
む

な
障
碍
ば
之
を

一
方
よ
り
見
れ
ば
、
此
の
如
く
個
人
の
服
従
の
限
度
に
存
す
れ
こ
も
、
叉
他
方
よ
り
見

れ
ば
、
互

に
他
人

の
既
に
支
持
す
る
同
種
の
勢
力
が
自
己
の
勢
力
の
こ
れ
以
上
の
伸
張
を
許
さ
ゴ
る
に
よ
る
。
云
は
貰
数
多

の
支
持
者
の
甲
の
勢
力
は
各
館
ま
で
に
加
速
度
に
増
加
せ
む
`
す
れ
ご
、
竜
、
互
に
他
人
の
支
持
す
る
同
勢
力
が
此

増
加
に
劃
す
る
抵
抗
ざ
な
る
が
故

に
、
各
或

黙
に
於
て
停
止
す
る
。
即
ち
其
間

に

　
定
の
均
衡
が
存
立
し
て
、
此

増
加
の
運
動
が
や
む

の
で
あ
る
。
此
の
如
く
飽
ま
で
に
増
加
せ
む
ざ
す

る
各
人
の
勢
力
間

に
均
衡

の
存
立
し
、
此

均
衡
に
よ
り
て
動
力
.の
敷
量
の
定
め
ら
る
、
關
係
を
名
づ
け
て
均
衡
の
法
則
ご
云
ふ
。
而
し
て
此
法
則
は
實
に
た

璽
甲
の
勢
力
の
範
園
内
に
於
て
、
A
B
c
等
が
分
享
す

る
も
の
、
問

に
の
み
行
は
る

、
の
で
は
無

い
、
更

に
廣
く

見
摩
れ
ば
、
甲
乙
丙
丁
等
の
種
々
な
る
砒
會
的
勢
力
相
互
の
間
に
も
行
は
れ
る
。
蓋

し
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
各
其

種
類
を
異
に
す
る
ε
は
云
ふ
も
の

、
、
其
本
質
に
於

て
は
だ

y
成
員
の
同

一
な
る
服
従
に
外
な
ら

縄
。
從
ひ
て
自

ら
其
間

に
同
様
な
る
均
衡
が
確
立
す
る
。
更
に
立
入
り
て
云

へ
ば
、
A
が
有
す

る
甲
の
肚
曾
的
勢
力
の
分
掌
量
を

定
む
る
も
の
は
此
均
衡
の
法
則
の
普
遍
的
作
用

に
よ
る
。
今
A
β
C
等

に
よ
り
て
分
享
せ
ら

る
、
甲
の
勢
力
を
そ

れ
匹
＼

(
甲
A
)
(甲
B
)
(甲
C
)
等
ε
し
、
乙
丙
等
に
就

い
て
も
ま
た
〔乙
A
)
(
乙
B
X
乙
C
)
等
を
認
め
る
。
此

論

叢

階
級

に
就

い
三

五
・完
)

第

†
毒

(第
五
號

二
五
)

七
五
ヒ



、誼

叢

階
級
に
就
い
て
へ五
ポ
完
}

筑
f
六
巻

(第
五
號

二
六
)

七
五
八

時

(
甲
A
)
の
分
量
叉
は
程
度

は
げ」
ご
ま
で
増

加

し
下

瓦
何

に
よ
り

て
確
定

せ
ら

る

、
か
ビ
云

ふ
に
隔
.
…
方

に
於

て

、
(甲

A
)
ε
〔
甲
B
)
(甲
C

)等

ε
の
均
衡

に
よ

る
の
み
な
ら
す
写
.他

方

に
於
て
は
更

に

一
般

に
寸

〔
甲
A
)
ε
そ
の
他

の
す

べ
て
の
分
享

せ
ら

れ
た

る
.勢

力

(
甲
B
)
(
甲
C

)
等
な
銭

び

に
、

(乙

A
)
べ
.乙

H
)
等
す

＼
み
て
は
、

(丙
A
)

(
丙
B
辱

其
他
数
多
の
も
の
ε
の
問

に
於
け
る
均
衡
に
考

て
定
ま
る
。
(幣

A
ぼ

呉
集
積

の
進
行

に
於
て
此
均

衡

黙
に
接
鯛
す

る
ほ
こ
強
き
障
碍
を
感
じ
、
從

ひ
て
増
加
の
程
度
を
減
す
る
。
他
の
勢
力
ε
の
關
係
を
全
く
離
れ

て
考
ふ
れ
ば
、
分
掌
せ
ら

る
＼
肚
會
的
勢
力
は
幾
何
級
激
的

に
増
殖
す

る
事
前
述
の
如
く
な
れ
こ
も
、
此
他
の
勢

力

ピ
の
拍
衡
的
關
係
を
主
眼
ε
し
て
考

ふ
れ
ば
、
此
場
合

ウ

エ
ェ
〆
ア

の
激
則
ピ
相
似
た
る
逓
減

の
法
則
が
作
用

す

る
。
即
ち
元
本
セ

る
勢
力
、
云
は

ゴ
勢
力
～買
本
の
増
加
あ
る
限
度
に
蓬
す

る
ま
で
は
其
増
加
は
比
例
的
に
も
絶

謝
的
に
も
行

は
れ
る
け
れ
こ
も
、
此
黙

を
超
ゆ
れ
ば
絶
射
的
に
の
み
行
は
れ
、
更

に
進

み
で
は
最
早
其
増
加
は
行

は
れ
す
、
他

の
勢
か
に
謝
す
る
均
衡

の
黙
に
達
す
る
。
な
ほ
此
均
衡
の
法
則

に
黝
し
て

注
意
す

べ
き

一
黙

が
あ

ぢ
。
そ
れ
は
此
就
會
的
勢
力
の
普
遍
的
均
衡

の
問

に
あ
り
て
、
富
力
の
み
は
自
ら
他
の
勢
力
ε
異
な
れ
る
立
場
に

立

つ
事
で
あ
る
。
、
即

ち
富
力
の
み
は
此
普
遍
的
均
衡
の
中

に
興
か
畠

、
而
し
て
こ
れ
は
富
力
が
間
接
的
な
る
勢

力
で
み
る
特
性
か
ら
来
る

一
騎
結
か
ご
思

ふ
。
黙
れ
ざ
も
、
私
は
姑
く
此
考
察
を
後
日
に
譲
b
陀

い
ご
思
ふ
。
そ

れ
は
今
當
面
の
問
題

`
交
渉
す
る
所
割
合
に
淺

き
が
欝
で
め
る
。

+
置



'

■

今
ま
で
㍗
砒
曾
的
勢
力
の
諸
種
類
を
分
析
し
其
相
互
の
關
係
を
黙
検
し
來

つ
た
。
私
は
當
初
の
問
題

に
欄
し
て

}
切
の
清
算
を
了
し
、
以
て
此

鹸
り
に
長
き
考
察
の
仕
事
を
終
ら
な
け
れ
ば
な
ら
源
.。

私
は
振
返
り
て
、
さ
き
に
分
析
を
加

へ
た
る
脱
會
的
勢
力
の
諸
種
類
及

び
其
分
配
の
方
法
に
概
観
を
加

へ
「た
い
。

簡
明
な
ら
む
が
爲
に
之
を
表
示
し
よ
う
。
先
づ
.其
種
類
か
ら
述

べ
る
。

戴

糠
.
1

」

此
等

の
批
會
的

諸
勢

力

の
分
配
せ
ら

る

、
方

法
は

着
眼
黙

の
如
何

に
よ
り

て
種

々
に
匪

分
せ
ら

る

、
事

を
得

べ

く
、

さ
き
に
は
其

重
な

る
も

の
ご
し

て
機
能

駒
井

機
能

的
分
配
及

び
職

業
的

非
職
業
的

分
配
の
二
種
を
擧
げ

た
。
.

今
此

二
種

の
方
法
別
を
基

礎

ご
し
て
第

三
の
も

の
を

理
解
す

る
事
が
出

來

る
、

そ
れ
は
結
肚
駒
井

結
肚

的

(假

り

に

マ
ク
イ

バ
ァ
、

コ
オ
ル
、

ラ

ス
キ
等

の
用

語

に
よ

れ
ば

露
岩
∩聾

δ
口
に
關

す

る
所

の
、
從

ひ

て

霧
雪
。【p
二
〇
塁

こ

の
踵

分
で
あ

る
。

↓
の
結

肚
即

ち
有
.組
織
肚

會

の
意

志
に
よ
り
て
行

は

る

、
所

の
分
配
、
即
ち
勢

力
分
布

の
方
向

論

叢

贈
級
に
競
い
て
(玉
・完
)

甥
十
六
巻

(第
五
號

二
七
擢

毛
五
九

T



論

叢

階
級
に
就
い
て
〔五
・完
)

'

第
十
⊥ハ巻

h第
五
號

ダ
一八
〕

七
⊥ハ
○

数
量
が
有
組
織
耐
會

の
意
志
に
よ
b
て
決
定
せ
ら

る
、
所

の
分
配
ε
然

ら
ざ
る
分
配
ε
の
歴
分
で
あ
る
。
人
或
は

疑
問
を
起
す
で
あ
ら
う
、
有
組
織
肚
會
の
意
志
に
よ
る
分
配
ε
云
ふ
事
は
明
に
理
解
す
る
事
が
出
來
る
、
黙
れ
ざ

も
か
、
る
意
志
に
よ
ら
ざ
る
分
配
蓬
云
ふ
事
は
理
解

に
苦

し
む
、
如
何
に
し
て
そ
れ
が
行
は
る
、
か
ご
。
答

は
至

っ
て
簡
軍
で
.あ
る
、
そ
れ
ば
肚
會
の
統

一
的
意
志
の
決
定
を
挨
陀
す
ご
も
個
人
封
個
人
の
相
互
作
用
の
問

に
行
は

れ
る
。
例

へ
ば

】
都
市
内

の
人
々
の
職
業
を
考

へ
よ
。
彼
等
は
異
な
れ
る
職
業
を
螢
む
事

に
よ
り
て
協
働
交
易
の

關
係

に
立
ち
、
此
關
係
の
存
縛
す
る
厨
、
或
盾
は
富
み
或
者
は
貧
し
く
な
る
。
叉
師
弟
の
關
係
を
考

へ
よ
。
彼
等

.

の
う
ち
、
、
一
方
が
有
す
る
文
化
能
力
の
故
を
以
て
、
他
方
は
之
に
射
し
て
張
度
の
服
従
を
捧
げ
そ
こ
に
威
力
が
成

立
す
る
。
な
ほ
個
人
樹
個
人
の
相
互
作
用

に
よ
り
て
行
は
る

＼
分
配
以
外
、
組
織
を
形
成
す

る
に
至
ら
ざ
る
集
團

即
ち
無
組
織
肚
會
の
意
志

に
よ
り
て
勢
力
の
分
配
の
行
は
れ
る
事
も
看
過
す

べ
か
ら
す
ご
思
ふ
が
、
所
謂
非
結
肚

的
分
配
、の
中

に
こ
れ
が
含
ま
る
、
ε
否
ご
は
、
今
の
場
合
別

に
重
大
な
る
事
柄
で
は
無

い
。

さ
て
、
こ
の
結
　肛
的

分
配
ε
機
能
約
分
潮
ε
の
關
係
を
考
ふ
る
に
、
二
者
は
密
接
な
る
聯
絡
を
有
す
る
。
機
能
的
に
分
配
ぜ
ら
れ
π
る

勢
力
は

一
方
面
よ
b
見
て
概
ね

(勿
論
必
す
ご
は
云

へ
な

い
が
)
結
耐
的

に
分
配
せ
ら
れ
セ
る
力
で
あ
る
、
熱
れ

ざ
も
、
結
肚
的
分
配
は
此
機
能
的
分
配
ε
の
み
表
裏
し
從

ひ
て
相
蔽
ふ
も
の
に
罪
す
。
前
者
は
ま
た
非
機
能
的
分

配
ご
も
表
裏
す

る
、

詳
言
す
れ
ば
、

結
　肛
的
に
牡
配
せ
ら
れ
た
る
勢
力
は
同
時

に
ま
た

非
機
能
的

に
分
配
せ
ら

れ
陀
る
勢
力

の

一
部

分
を
含
ひ
。
更

に
ま
た
、
結
耽
的
分
配
ご
職
業
的
分
配
・こ
の
關
係
を
見
る
。
前
者

に
よ
り
て

■



分
享
せ
ら
み
＼
勢
力
ば
同
時
に
ま
た
後
活
に
よ
b
て
分
享
せ
ら

る
、
勢
力
で
あ
る
事
も
あ
る
、
政
府
の
行
政
官
v

技
術
官
、
嬰
働
組
合
.の
職
業
的
幹
部
等
が
国
家
、
組
合
よ
り
夫
れ
み
＼

分
掌
す
る
勢
力
は
こ
れ
で
あ
る
コ
.撚
れ
、▽」

も
、
結
肚
的
分
配
が
職
業
的
分
配
を
意
味
せ
ざ

る
事
も
ま
た
あ
り
得
る
。
此
事
さ
き
に
説
明
を
加

へ
た
る
事

か
ら

知
り
得
ら
れ
る
。
而
し
て
非
縞
織
的
分
配
ε
非
職
業
的
分
配
蓬
の
匿
別
も
亦
同
様
に
相
交
叉
す

る
。
而
し
て
、
企

髄
腔
會

の
内
部
に
は
藪
多
の
結
肚
が
あ
る
、
其
中

の
だ

～

　
の
総
計
の
み
を
眼
中
に
置
き
、
其
結
肚
的
分
配
ご
職

業
的
牙
配
機
能
的
分
配
ご
の
關
係
を
見

る
に
、
此
等

に
よ
り
て
分
配
せ
る
、
勢
力
の
範
園
は
次
に
.圖
示
す
る
如
き

、

も

の

ε

な

る

。

-.
③

騰

∵

・
(◎

縫

.

.

m

　

ノ

、

ノ

、

'

論

叢

羅険国

ll斐
占尊

墨r

皿

奮

発

忠

E

て
見

た
ろ
結
肚
的
分
配

の
範
圃
、

そ
れ
に
能

嶽

の
堂

部
分
な
含

む
。

r

飴
機
能
的
分
配
の
範

圓

ド
し
て
同
時
に
職

業
的
分
配
の
範
團

IV
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二
九
}
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六
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r

論

叢

階
級
に
就
い
て
(五
・完
)

第
十
六
巻

(第
五
號

三
〇
〉
、
七
六
二

私
は
前

掲

の
国
表

に
よ
り
て
、

↓
の
結
瀧

釦

ち
有

組
織
枇

會

の
意
志

に
は
り

て
分
配

せ
ら

る

、
耐
曾

的
勢
力

の

範

囲

が
あ
ら

ゆ
る
肚
會

的
勢

力

の
如
何
な

る
部
分
を
古

む

る
か
を

知
る
事
が
出
来

る
。
換

言
す

れ
ば
結

肚
的

分
配

の
耐
會

的
勢
力

の
全
分
配

に
於
げ

る
重
要

さ
を
判

定

す

る
事
が
出
来

る
。如

何
な

る
有

組
織
肚
會

の
意
志

ξ
も
㌻進

み

で
は
如
何
な

る
集
團

の
意

志

ε
も
交
渉
な

く
、
云

ば

ゴ
前
者

の
意
志

に
よ
り

て
直
接

に
は
何

等
決
定

せ
ら

る

、

所

な
く
し
て
、
行

は
る
る
分
配

の
麓

山
が

み
る
。
然

ら

ざ

る
範

圃

に
就

い
て
見

て
も
、
特
定

の

一
の
有

組
織
肚

會

の
意
志

に
よ
り

て
行
は

る

、
勢

力
分
配

の
範

闘
は
其

中

の
僅

に
.一
部

分
を
占

む

る
に
過
ぎ
す
、

そ
れ
は
職
業

的
分

配
、
非
職
業
的

分
配

の
何

れ
を

も
含

み
、
叉
機
能
約

分
配
非
機

能
的
分
配

の
何

れ
を
も
含

む
に
拘
は
ら

す

、
覚

り

如
く
た

哩

[
部

分
た

る
事

に
疑

は
無

い
。
而

し
て
此

峯
は
有
組
織
肚
會

の
大

小
強

朋

に
よ
り
て
左
右

せ
ら

る

、
課

の
も
の

に
非
目す
、
例

へ
ば
国
家

の
如

き
、
覚
ハ組
織

の
複
雑

さ
、
範

囲

の
駿

さ
、
機

能
の
廣

汎
、
権
力

の
弼

番
を
伴

ふ
に
拘
は
"
す

、
畢

寛

一
の
結
肚

に
止

ま
る
以
上
、

此
黙

に
何
等

の
愛

b
は
無

い
。

私

が
階
級

を
以

て
国
家

的
範
疇
.に
非
す

ざ
云

ふ
は

こ
れ

に
よ

る
。
階

級

の
概
念

は
肚
會

的
勢

力

の
掻
弱
大

小
を

少

く
も
其

一
中
ず心
要
素

こ
す

る
、
然

る
に
此
勢
力

は

国
家

の
意
志

に
の
み
依

帯
す

る
に
非
す

、
否
此
依
存

の
程
度

は
世
人

の
線
足
す

る
よ
喝
も
割
合

に
微

弱
の
も

の
で

あ
b
文
化

の
獲
達

に
俘

ひ
て
益

々
減

少
せ
む

ご
す
.る
傾
向

を

す
ら

示
す
.

今

　
歩
立
入
b

て
、
国
家

に
よ

る
就
會
的

勢

力

の
分
配
を

分
析
的

に
考

察

七
て
見

た

い
。
如

何
な

ゐ

分
配
が
姻
尿
都
議

て
行
は
轟
、
即
何
奮

冴
鋤
が
姻
養

考

て
行
蕊

ざ
譲

。

●



目

篁

・
権
力
雰

酊
は
国
家
に
よ
り
で
行
は
れ
る
・
そ
れ
は
機
能
的
分
野

る
鼻

機
能
的
分
配
な
を

を
跡

は
ぬ
。
こ
の
事
は
少
く
ご
も
形
式
的
に
見
て
撚
り
。
機
能
的
に
分
配
せ
ら

る
、
も
の
は
前
述
の
如
く
、
一
方
に
於
て

支
配
的
擢
力
に
於
け
る
分
け
口
に
し
て
、
他
方
に
於
て
執
行
的
権
力
に
於
け
る
分
け
口
で
あ
る
。
非
機
能
的
に
分

配
せ
ら

る
＼
も
の
に
は
地
位

即
ち
種
々
な
る
方
面

に
於
け
る
特
権
が
め
る
。
富
力
に
關
し
て
は
多

く
の
疑
問
が
附

帯
す

る
が
故
に
者
.察
を
後
に
護
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
少
く
も
近
代
国
家
め

組
織

を
以
て
す
れ
ば
形
式
土
、
国

家
の
意
志
に
よ
b
て
共

分
配
の
決
定
せ
ら

る
、
を
見
る
。
熬
れ
ご
も
、
更

に

}
歩
を
進

め
て
考

ふ
る
な
ら
ば
、
多

く
の
場
合
此
決
定
が
国
家
の
意
志

に
行

は
れ
る
ε
云
ふ
の
は
距
に
形
式
的
の
も
の
た
る
に
止
ま
り
、
實
質
的
に
は

他

の
決
定
的
勢
力
の
背
後
に
潜
む
も
の
を
獲
見
す
る
事
決
し
て
稀
な
ら
す
。
国
家
の
決
定
作
用
の
實
質
的
に
よ
く

行
は
る

、
の
は
執
行
的
権
力
の
分
配
で
あ
ら
う
、
地
位

に
關
す

る
非
機
能
的
分
配
は
こ
の
次
に
位
す
る
。
支
配
的

権
力
の
分
配
に
至
り
て
は
国
家

の
意
志
が
大
抵
之
を
決
定
す
る
ε
云

ふ
も
の
、
、
此
決
定
は
形
式
的
の
も
の
な

る

事
を
多
し
ε
す
る
。
勿
論
近
代
の
国
家

に
あ
り
て
は
選
墨
椹
に
関
す

る
規
定
を
有
せ
ざ
る
も
の
は
無

い
、
撚

れ
ご
心

止
規
定
が
国
家
以
外

の
關
係
に
よ
め
て
動

か
さ
る
、
所
多
く
、
且

つ
叉
支
配
的
権
力
の
眞

の
支
持
者
は
有
権
者
を

超
え
て
存
在
す
る
。
更
に
贋
く
、
す

べ
て
の
国
家
を
通
じ
て
見
来

れ
ば
、
支
配
的
権
力
を
掌
握
す

る
も
の

＼
如
何

な

る
階
級
、
如
何
な

る
人

々
な
る
か
、
こ
れ
ε
彼
等
の
分
掌
す
る
程
度
如
何
ご
云
ふ
事
は
国
家
の
意
志
を
離
れ
、

国
家
の
活
動
の
彼
岸
に
於
て
行
は
る
相
互
作
用
の
問

に
於
て
略
ぼ
定

ま
る
。
此
決
定
せ
ら
れ
た

る
内
容
を
認
容
す

論

叢

階
級
に
就
契

(手
先
)

第
+
六
巻

(第
五
號

三
】)

圭
ハ
三



」

論

鰻

蟻

齢

い
て
(五
条
)

筆

六
巻

(第
五
號

三
二
)

実

四

る
事
が
常
に
外
部
よ
り
し
て
国
家
に
迫
ら
れ
る
。
從
ひ
て
国
家
は
形
式
的
に
其

想
念
を
以
て
玩
種

の
権
力
の

一
定

の
分
配
を
獲
表
し
是
認
す

る
。
私
が
国
旗

の
恵
志
に
よ
る
支
配
的
権
力
の
分
配
を
形
式
的
な
h
ε
云
ふ
は
比
恵
昧

に
於
て
ゴ
あ
る
。
地
位
の
決
定
即
ち
特
権

の
分
配
に
關
し
て
は
国
家
の
意
志
が
實
質
的
に
も
更

に
人
な

る
決
定
力

を
有
す
、る
が
如
く
に
見
ゆ
る
。
勿
論
此
場
合
に
あ
り
て
は
、
国
家
の
意
志
は
支
配
的
権
力
の
分
配
に
於
け
る
が
如

く
受
動
的
の
も
の
に
非
す
.、
全
然
國
家
以
外

の
關
係
の
・偶
偶

こ
し
て
其
結
果
を
表
明
す

る
に
止

ま
る
も

の
で
は
無

か
ら
.・凱
。
國
家

の
意
志
そ
の
も
の
に
よ
り
て
、
種
々
な
る
地
位
の
分
配
せ
ら

る
、
事
は
歴
史
の
上
に
決
し
て
稀
な

り
ε
し
な
い
。
然

許
こ
も
、

一
方

に
於
て
は
ま
た
、,
国
家

の
意
志

ご
は
猫
立

に
新
な
る
勢
力
中
心
の
擡
頭
を
児
、

国
家
は
制
度

の
内
容
を
事
實
そ
の
も
の
ε

一
致
せ
し
む
る
が
爲
に
、
こ
れ
に
向
ひ
て
地
位
を
分
配
す
る
に
歴
る
事

は
争
ふ

べ
か
ら
ざ
る
事
實
で
み
る
。
我
国
史
上
に
於
け
る
豪
族
乃
至
武
家

の
成
立
の
如
き
は
此
種
の
例

ご
し
て
敷

へ
咲
・れ
一
.
得

る
`
思
ふ
。

私
は
撰
力

㊨
非
機
能
的

に
分
配
せ
ち

れ
た

る
形
態

ξ
し
て
地
位
的
特
権
.し
共

に
財
置
文
は
富
力
を
擧
げ
把
.
撚

れ
こ
も
此
財
産
の
分
配
に
翻
し
て
国
家
が
演
ず
る
役
目
に
就

い
て
は
多
少
の
説
明
を
附
加
す
る
必
要
を
認
む
。
所
.

謂
機
能
的
分
配
の
第

二
次
的
な
る
も
の
ε
し
て
国
家
が
富
力
そ
の
も

の
、
数
量
的
.分
配
を
行

ふ
事
(租
税
、
公
債
、

俸
給
、
年
金
、
補
助
等
の
種
々
な
る
形

に
於
て
)
を
姑
く
阿
れ
て
議
論
を
進

め
る
、
蓋
し
こ
れ
は
国
家
が
財
庄

の

扮
郡

の
土

一
膚
す
る
役
目

の
ヰ

の
附
殖
燗
な
る
も
の
に
過
ぎ
ざ
る
が
故
で
み
る
。
個
家
の
か
、
る
役
目
の
中
.心
的

、



/

な
る
も
の
は
財
産
権
そ
の
も
の
、
確
立

に
外
な
ら
ぬ
.、
各
人
の
財
産
に
封
ず
る
椹
利
を
其
禮
力
を
以
て
保
護
し
」

他
人
の
侵
害
を
許
さ
ぬ
ε
云
ふ
に
過
ぎ
ぬ
。
財
産
そ
の
も
の
、
分
配
に
至
り
て
は
全
然
国
家
の
意
志
を
離
れ
て
行

は
る
、
集
散
の
過
程

に
委
せ
る
。
少
く
こ
も
近
代
文
明
國

の
就
會
組
織

に
あ
り

て
は
、
此
集
散
の
過
程
は
師
ち
個

.

人

ε
個
人
ε
の
問

に
瞥
ま
る
、
交
易
で
あ
る
。
.国
家
以
外

の
肚
會
の
機
能
的
分
配
が
こ
れ
に
干
渉
す
る
事
あ
り
ε

し
て
も
、
そ
れ
ぽ
畢

竟
副
次
的
の
も
の
に
外
な
ら

諏
。
か
く
て
、
国
家
は
財
産
権
そ
の
も
の

＼
確
立
者

`
し
て
其

基
礎
を
な
す
ε
は
云
ふ
も
の
、
、
.財
産

の
敷
量
的
分
配
に
謝
し
て
は
受
動
的
な
る
傍
視
者
で
あ
る
、
其
集
散
の
過

程

の
結
果
蹄
騰
.し
た
る
所

に
は
権
力
を
以
て
之
を
保
障
す
る
.
.た
ゴ
こ
れ
丈

に
過
ぎ
ぬ
。
撚
れ
こ
も
更

に
…進
み

で

考

ふ
る
に
、
国
家
は
果
し
て
藁

に
其
本
質
上
財
産
権

の
確
立
者
、
其
支
持
者

ε
認
め
得

べ
き
ゃ
、
無
政
府
主
義
者

叉
は
サ
ン
デ
イ
ヵ
リ

ス
ト
の
認
む
る
が
如
く
、
国
家

ビ
財
産
権
惹
の
問

に
は
必
然
不
可
離
の
關
係

あ
り
て
、
財
産

権

の
消
滅
ご
国
家
制
度
の
破
壊
冠
は
常
に
表
裏

の
聯
絡
を
保

つ
も
の
な
り
や
。
若
し
此
問
題
が
撚
り
ε
答

ふ
べ
き

も

の
.で
め
る
な
ら
ば
、
國
家
は
富
力
即
ち
間
接
的
な

る
灌
力
の
分
配
に
謝
し
で
他
の
部
分
耽
會
ε
は
全
く
異
な
れ

る
、
而

し
て

一
段
高

き
立
場

に
立

つ
。
撚
れ
ご
叡
私
は
世

の

一
般
論
者
の
見
る
所
ε
は
正
反
封
に
、
此
問
題

に
否

定
的
答
解
を
與

へ
た
い
ε
思

ふ
。
今
日

一
夫

一
婦
の
制
度
が
電
に
国
家
の
法
律

の
力
を
以
て
支
持

せ
ら
れ
ざ
る
が

如
く
.
私
有
財
産
の
制
度
`
難
も
国
家
の
法
規
に
よ
b
て
維
持
ぜ
ら
れ
る
ε
は
考

へ
ら
れ
ぬ
。
慣
習
、
道
徳
、
風

`

俗
、
宗
激
等
種
々
な
る
規
範
が
其
基
礎
を
な
し
て
、
云
は
買
個
人
相
互
の
接
燭
の
間
よ
b
私
有
財
産
の
制
度
も

】
.

請

叢

階
級
に
就
い
て
(五
・完
)
,

第
十
六
巻

(第
五
號

三
三
)

七
六
五
.



論

叢

階
級
に
就
い
て
(五
・完
)

・

第
+
六
巻

(鮒
五
號

三
四
)

七
六
六

夫

「
婦
の
制
度
も
共

に
生
れ
出
で
、
叉
存
継
し
て
る
る
。
国
家
は
此
基
礎
の
上
に
生
れ
出
で
π
る
制
度
を
其
権
力

に

よ
り
て
支
持
す

る
事
に
よ
り
て
、
云
は
ゴ
國
家

の
意
志
を
倹
た
.す
し
て
存
立
し
得

べ
き
制
度
.に
法
規
的
表
明
を
與

へ
る
、
此
表
明
が
か
、
る
制
度
を
し
て

一
履
輩
固
な
ら
し
め
組
織
的
な
ら
し
む
る
事
は
今
詳
論
せ
す
。
法
律
の
丈

、字
が
財
産
権
の
制
度
を
確
立
し
た
り
ε
云
ふ
は
、
そ
れ
が

一
夫

一
婦

の
家
族
制
度
を
創
設
し
た
り
ξ
云
ふ
が
如
く

に
誤
謬
で
め
る
。
而
し
て
、
今
日
国
家
の
法
律
は

】
夫

一
婦
の
制
度
を
支
持
す

る
が
、
此
支
持
が
國
家
に
よ
り
て

警
ま
れ
る
ぜ
云
ふ
事
は
国
家

の
本
質
よ
b
見
て

「
の
偶
然
に
過
ぎ
組
、
疑

ふ
も
の
は
こ
れ
を
欧
洲
中
世
の
事
實

に

見
よ
。
婚
姻
家
族

の
制
度
は
敏
會
に
よ
り
て
支
持
.せ
ら
れ
て
る
た
。

　
切
の
肚
會
は
す

べ
て
統
制
的
機
能
を
如
何

な
る
方
面
に
も
鑛
張
し
其
権
力
を
以
て
之
を
保
障
し
得
る
、
激
曾
が
家
族
制
度
の
支
持
者
た
り
し
事
勿
論
當
然
可

能
の
事
實
で
あ
る
コ
同
様

に
今
日
ま
で
の
国
家
が
財
産
権
の
支
持

栄
任
す

る
事
は
た
ゴ
歴
史

上
の
偶
然
の
み
。
勿

論
私
ε
て
も
凸
過
去
の
事
實

ε
し
て
は
国
家
の
み
が
此
支
持
者
た
り
し
事
を
知
る
。
撚
れ
ご
も
、
財
産
椹
の
保
障

が
本
質
上
国
家
擢
力
蓬
不
可
離
の
關
係

に
立

つ
ご
信
ず

べ
き
何
等
の
根
撮
な
き
以
上
、
而
し
て
他

の
肚
會
が
此
任

務
を
以
て
機
能
ε
な
す
事
の
少
く
も
可
能
な
b
し
事
を
認
め
得
る
以
上
、
史
上
の
偶
然
な
り

と
な
す
断
定
は
背
理

的

の
も
の
で
は
無

い
`
思
ふ
。

此
の
如
く
に
見
張
れ
ば
,肚
曾
的
勢
力
の
分
配
看
た
る
資
格

に
於
て
、
国
家
は
別

に
他

の
枇
會
か
ら
全
然
懸
け
離

れ
た
る
地
位
を
青
む
る
も
の
に
非
す

ご
思
ふ
。
元
來
前
述
の
如
く
、階
級
的
喩
劃

の
成
立
は
墨
縛

の
山
水
の
如
く
、

■



、

一
刷

毛
を
以

て
塗
抹

せ
ら

れ
π

る
も

の
に
非
す

、
漸
紺

の
如

く
異
彩
濃
淡

の
運
筆
を
積

み
重
ね
て
書

き
上
げ
ら

れ

た

る
も
の
で
め
る
。
更

に
適

切

に
云

へ
ば
、
事
實
そ

の
も

の
ε
し
て
は
渾
然
た

る

一
過
程

ε
し
て
、
即
ち

一
塗
抹

.

ば

に
よ
り
て
成
立
し
た
る
も
の
で
あ
ら
う
。
黙
れ
こ
も
私
共
の
分
析
は
之
を
幾
度
も
の
塗
り
方
の
積

み
合
は

さ
れ
た

結
果

ε
し
て
の
み
理
解
す
る
。
而
し
て
、
此

一
々
の
運
筆
に
當
る
も
の
、
申
の
た
ぼ

一
ε
し
て
国
家

に
よ
る
勢
力

の
分
配
が
め
る
。
国
家
`
他

の
肚
會
ε
が
比
熱

に
關

し
て
た

ゴ
程
度
の
差
異
を
有
す
る
の
み
に
し
て
性
質

の
差
異

を
有

せ
ざ
る
結
果
、
肚
會
的
勢
力
の
國
家
に
よ
る
分
配
ε
侮
の
肚
會

し
ょ
る
分
配
、
從
ひ
て
結
肚
的
分
配

ε
の
間

に
は
著
し
き
孝
行
が
あ
る
。
国
家
が
其
機
能
的
分
配
に
於
て
支
配
的
権
力
、
並
び
に
執
行
的
権
力
を
分
配
す
る
が

如
く
、他

の
有
組
織
肚
會
も
亦
然
り
。
前
者
が
共
非
機
能
的
分
配

に
於
て
地
位
、
即
ち
成
員

に
封
ず

る

一
定
の
差
別

的
保
護
を
與
ふ
る
が
如
く
、
後
者
も
亦
撚
り
。
而
し
て
、
富
力
の
分
配
は
大
艦

か
ら
見
て
成
員
の
相
互
作
用

の
裡

に
行
は
れ
る
集
散

に
委

せ
ら
れ
、
從
ひ
て
殆
ご

　
切
の
肚
會
の
干
渉

の
到
達
せ
ざ
る
所

で
あ
る

(少
く
も
近
代
文

明
國
の
肚
會

組
織
に
あ
り
て
は
)。
威
力
に
至
り
て
は
其
成
立
増
減
皆
、
全
然
國
家
乃
至
種
々
な
る
有
組
織
肚
會

の

全
く
關
り
知
ら
ざ
る
範
團
に
.め
る
。

か
く
て
、
國
家
に
よ
る
勢
力
分
配
の
運
筆
は
全
く
威
力
に
鯛
れ
す
、
叉
僅

に

間
接
的
な

る
意
味
に
於
て
な
ら
で
は
富
力
ε
相
聞
せ
す
。
他

の
有
組
織
肚
會
に
比
し
て
如
何
に
国
家
が
優
勝
の
貴

方
を
擁
す

る
に
せ
よ
、
國
家
に
よ
る
権
力
の
分
配
は
数
多
の
有
組
織
肚
會
に
よ
る
そ
れ
の

一
ε
し
て
、
必
ず
し
も
.

階
級
的
旺
劃

に
謝
し
て
全
然
決
定
的
意
義
を
有
す

る
も
の
に
非
ず
。
漱
會
叉
は
勢
働
組
合
の
如
き
有
力
な
る
結
肚

論

叢

階
級
に
就
い
て
【五
・完
)

第
十
六
巻

(第
五
號

三
王
)

竜
六
七
「

O



'

暁

論

叢
.

階
級
に
就
い
て
(五
・完
)

第
十
六
巻

(第
五
號
.
三
六
)

七
六
八

が
国
家
に
射
し
て
対
抗
的
地
位
を
占
.め
、
動

も
す
れ
ば
之
を
厘
迫
せ
む
巴
す

る
が
如
き
晴
代
に
於
て
特
に
黙
り
。

私
は
趾
會
的
勢
力
の
種
類
及

び
そ
の
種
々
な
る
分
配
方
法
を
概
観
す
る
こ
ご
に
よ
り
て
、
明
に
階
級

に
於
け
る

国
家
外
的
要
素
の
存
在
ε
重
要

ε
を
確
認
し
た
。
階
級
概
念

の
内
容
が
如
何
な
る
も
の
な
る
に
も
せ
よ
、
そ
れ
が
肚

會
的
勢
力

の
差
異
を
以
て
中

一6

の
事
柄
ε
な
す
事
は
璽
ひ
難

い
。
然
る
に
此
勢
力
の
懸
隔

の
決
定
、
即
ち
階
級
的

匠
劃
の
決
定

に
於

て
、
國
家
は
僅
に
其

一
部
分
の
役
目
を
演
ず

る
の
み
、
此
部
分
が
如
何

に
重
要
な
る
も
の
に
も

せ
よ
、
.私
共
は
到
底
、
國
家
以
外
の
部
冴
肚
會
、
な
ら
び
に
個
人
間

の
相
互
作
用
が
ま
た
、
同
様
な
る
.役
目
に
與

か
る
事
を
否
定
す

べ
き
で
は
無

い
。
此
事
を
他
の
方
面
よ
り
も
表
現
す
る
。
階
級
的
匠
劃

の
中

に
は
国
家
に
よ
り

.

て
決
定
せ
ら
れ
ざ
る
要
素
、
云
は
y
国
家
外
的
要
素
が
存
在
す

る
。
從
ひ
て
階
級
は
國
[家
組
織
の

一
部
を
な
し
、

国
家
の
攣
動
に
よ
り
て
攣
動
ず
る
所
の
も
の
に
非
す
、
云
は
ゴ
国
家
的
範
躊

で
は
無

い
。
此
厘
劃
は
何
に
よ
ゆ
.て

・決
定
せ
ら
る
、
か
ε
云
ふ
に
、
国
家
ご

一
切
の
有
組
織
、
.無
組
織
の
肚
會
ご
個
人
的
關
係
ぜ
を
包
撮
す

る
全
慨
肚
.

會
な
り
ε
見
る
外
は
無
い
。
而
し
て
.階
級
は
国
家
組
織

の

一
部
を
な
さ
窒
る
が
如
く
、
何
れ
の
部
分
肚
會

の

一
部

を
も
な
さ
す
、
た

罫
全
艦
肚
會

の
構
造
の

一
分
肢

ε
し
て
の
み
認
む

べ
き
も
の
で
あ
る
。

一
言
に
し
て
霊

せ
ば
、

階
級
は
全
禮
肚
會
的
範
躊

で
あ
る
。
国
家
勢
力
分
配
の

一
因
干
た
る
に
止
ま
る
が
故
に
、
全
艦
砒
會
の
存
す
る
所
、

国
家
な
ぐ
し
て
な
ほ
階
級

の
存
立
の
認
め
得
ら
る
、
事
最
初
に
述

べ
紀
る
が
如
く
な
る
は
寧
ろ
當
然
の
道
理
で
濁

る

。

鴫

■
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此
小
篇
、
當
初

に
論
ぜ
む
ε
し
た
る
問
題
に
し
て
論
及
せ
ざ
る
も
の
な
ほ
少
か
ら
ナ
。

一
切
の
肚
會
的
勢
力
を

以
て
『砒
會

に
封
ず

る
全
服
従
』
ε
云
ふ

一
原
力
の
種
々
な
る
表
現
に
外
な
ら
す
ご
見
、
其
間

に
所
謂
定
量
の
法
則

を
認
む
る
事
、̀
オ
ッ
ペ
ソ
ハ
イ

マ
ァ
が
狸
占
貢
献
、
猫
占
利
得
の
樹
立
に
も
比
す

べ
き
権
力
の
利
得
、
貢
献
の
対

立
を
認
む
る
事
、
櫻
力
、
富
力
、
才
能
を
通
じ
て
鯨
剰
の
概
念
を
確
立
す
る
事
な
ぜ、
は
其
中
の
重
な
る
も
の
で
あ

る
・
た
義

筆
久
し
き
に
亘
り
て
既

に
倦
怠
を
讐

へ
が
故
に
、
こ
れ
ら
霧

項
に
閲

し
て
後

日
を
期
し
て
新

に
考
察
を
試
み
よ
プ
ε
思
ふ
。
今
迄
説
き
來
れ
る
所
、
私
の
知
る
限
り
に
於
て
云

へ
ば
、
肚
會
學
界
の
庭
女
地
、

何
人
も
手
を
下
さ
穿
る
ボ
拓
の
原
野
で
あ
る
。
私
の
殆
ご

一
冊
の
参
考
書
を
も
用
ひ
得
ざ
b
し
如
上
の
考
察
は
恐

ら
く
粗
大
の
誤
謬
を
含
む
で
あ
ら
う
。
若
し
此
誤
謬
が
何
人
か
に
よ
り
て
眞
理
の
獲
見

ぜ
ら
る
べ
く

一、の
機
縁
を

な
す
事
を
得
ば
私
の
幸
之
に
若
く
も
の
は
無
い
。
(完
結
)

、

「

論

叢

陶
緻
に
就

い
て
〔五
・完
)

第
十
六
巻
.

(第
五
號

三
七
)

七
六
九
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